
ＪＰＣＡ主催/中小企業基盤整備機構関東本部協力　　　　　　　　経営活性化セミナーレポート

　

同
社
は
レ
ー
ザ
ー
機
器
専
門
の
商
社
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
伴
う
経

営
環
境
の
変
化
に
よ
り
経
営
破
綻
に
陥
り
ま
し
た
。１
９
９
４
年
、

再
建
に
向
け
て
親
会
社
の
日
本
電
子
㈱
取
締
役
で
あ
っ
た
近
藤
氏

が
出
向
し
、同
社
の
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。ま
ず
近
藤
氏
は
、雇
用

の
保
証
を
宣
言
し
、
そ
し
て
頑
張
っ
た
人
間
が
報
わ
れ
る
賃
金
体
系

や
人
事
規
則
の
見
直
し
な
ど
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
取

り
組
み
ま
し
た
。一
方
、
有
能
な
部
下
が
商
権
を
持
っ
て
独
立
す
る

と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
年
目
で
黒
字
化
に
成

功
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
近
藤
社
長
は
再
建
後
に
本
社
へ
戻
る
予
定
で
し
た
。し
か

し
、
親
会
社
か
ら
の
天
下
り
経
営
で
は
再
建
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

限
界
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
、
二
年
目
に
本
社
役
員
を
辞

し
て
、
自
ら
背
水
の
陣
に
追
い
込
み
、
社
員
と
共
に
再
建
に
専
念
す

る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　

近
藤
社
長
は
、
社
長
の
役
割
・
責
任
は
﹁
社
員
が
頑
張
れ
ば
利
益

を
上
げ
ら
れ
る
戦
略
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
﹂
で
あ
る
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。同
時
に
こ
れ
ら
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
社
員
に

よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
た
め
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
妨
げ
に
な
る

雇
用
不
安
の
解
消
や
、
透
明
性
・
納
得
性
の
あ
る
フ
ェ
ア
な
待
遇
の

実
現
と
い
っ
た
様
々
な
取
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
に
は
、経
営
者
と
社
員
が
会
社
を

買
収
す
る
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｏ︵M

anagem
ent and 

Em
ployee B

uyout

︶
を
実
施
し
、
親
会
社
か

ら
独
立
、こ
れ
に
よ
り
株
主
に
な
っ
た
社
員
は
経

営
に
対
す
る
当
事
者
意
識
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
近
藤
社
長
よ
り
、社
長
業
は
自
分
を
成

長
さ
せ
る
最
高
の
機
会
と
捉
え
、あ
ら
ゆ
る
出
来

事
を
成
長
の
糧
に
し
て
ほ
し
い
、社
長
が
成
長
す

れ
ば
、
社
員
も
成
長
す
る
と
述
べ
ら
れ
、﹁
今
、
こ

こ
、自
分
﹂︵
今
、こ
こ
で
、自
分
が
や
る
。︶と
い
う

言
葉
が
聴
講
者
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

日本レーザーの社員のやる気を引き出す取り組み例
独創的かつ理想的な

毎日クレド（社員との働き方の契約）の唱和　　理念の共有、一体感向上

上司から部下の名前を呼んで挨拶、さりげない会話の実践　　関心を持たれている実感、明るい職場

全社員と海外パートナーとの交流会、誕生日にはパート・派遣の家族にもカードとギフトカタログ贈呈

　　会社に大切にされている実感

毎週「今週の気づき」を社員が発信　　コミュニケーションの深化と成長

リストラなし　　雇用不安の解消

80歳までの生涯雇用を目指す　　能力と意欲がある限り働き続けられる

国籍、年齢、性別、学歴を問わないフェアな待遇　　努力して成果を出せば報われる公平性

粗利の3%を成果賞与、配分は当事者で話し合い　　努力と成果が待遇に反映、連帯感向上

英語力向上の支援（TOIEC点数に応じて手当支給、英語塾を社内で開催等）　　自分次第で成長できる環境

必見！

企業に活力を生む
ダイバーシティー経営

究極のダイバーシ
ティを理解するこ
とができました。

理想を追求
する為の様々
な取組みが非
常に参考に
なった。

2時間全ての話に感動
しました。自社経営の参
考にしたいと思います。

社長から率先して社
員に話しかけることは
大変素晴らしいと思
いました。

一体感醸成への
工夫と実践に感心

しました｡

多面的な見方、
具体的な手法が
大変参考になった。

企業は人なりの
考え方が良かった。

自責、利他という経営姿勢を改めて気
づかせていただきました。個別の手段として
アナログ業績主義、お互いにリスペクト、コ
ミュニケーションの深化と成長（今週の気
づき）等大いに参考になりました。ありがと
うございます。

我々中小企業にとって
㈱日本レーザーの経営は理想的です。

すぐに我々が全てを取り入れることはできませんが、
出来るところから勉強し取り入れたいと思います。

今回はもっと多くの人に
聞いて頂きたかったと思います。

株式会社日本レーザー
近藤宣之　社長

日　時：2015年 10月 6日（火）14:00-16:00
場　所：回路会館地下1階会議室
聴講者：経営者および部門長を中心に36名

聴講者の声

December 2015 14December 201515

講演内容から

10 月６日回路会館にて「日本でいちばん大切にしたい会社大賞」中小企業庁長官賞等を受賞された
㈱日本レーザー（東京都新宿区）の近藤宣之代表取締役社長を講師としてお迎えし、経営活性化セミ
ナーを開催いたしました。本誌ではその概要をお伝えいたします。

進化した日本的経営で２２年間連続黒字を更新中

グローバルに通じる進化した日本的経営

自律・自立型人財
育成による企業発展

日本人・男性中心ではない
多様な人員構成

国籍・性別・学歴・
年次を問わない実
力主義の処遇

能力と意欲ある限
り働き続けられる

生涯雇用

就業後ラウンジで男女社員が懇談

管理職の 30％が女性 （パートや派遣から女性管理職に）

毎週社長塾で社員に英語とビジネス教育８０歳までの生涯雇用を目指す


